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令和5年度 第12号 （1）

山羊講習会開催
（多良間村・宮古島市山羊生産組合）

★1/30に多良間村で、体内寄生虫と飼養衛生管理と
いう内容で開催しました。会員20名のうち12名の参
加があり、給与する野草について関心があるようで
した。

★2/14に宮古島市で、本島北部を中心に診療を行って
いる野中先生に分娩前後の飼養管理と病気について講
演いただきました。実体験や写真を交えてのわかりや
すい説明で、質問も多くよせられました。会員41名の
うち21名の参加がありました。

両日とも飼養衛生管理基準の
遵守と定期報告書の提出を呼び
かけました。

多良間村 宮古島市



令和5年度 第12号 （2）



令和５年度 第12号 （3）



令和５年度 第12号 （4）



定期報告書の提出をお願いします

令和５年度 第12号 （5）

家畜の所有者は、毎年、家畜の頭羽数（2月1日時点）、
衛生管理状況等を県へ報告するよう義務付けられています。
１頭（1羽）から報告が必要です。

◆報告内容
１．農場基本情報
２．飼養衛生管理基準の自己点検表
３．農場の平面図、埋却地について
４．飼養衛生管理マニュアル
※ その他、飼養衛生管理基準の添付書類一覧を

ご一読ください

報告様式：宮古家畜保健衛生所から直接入手、
ウェブサイト（沖縄県）からダウンロード↑

（飼養衛生管理マニュアル例も入手可能です）

提出先：宮古家畜保健衛生所 TEL : 0980-72-3321
直接持込、FAX、郵送、メール、
市畜産課、村産業経済課への持込など

詳しくは家保職員まで

畜種 提出期限
牛、水牛、鹿、馬、

綿羊、山羊、豚、いのしし
毎年

４月１５日
鶏、あひる、うずら、きじ、
だちょう、ほろほろ鳥、七面鳥

毎年
６月１５日



令和5年度 第12号 （6）

在胎期間・子だし情報
種雄牛名 性別 頭数 生時体重 在胎期間 全体 生時体重 在胎期間

照百合守
♂ 28 34.0 288.3

５５ 32.6 287.7
♀ 27 31.2 287.1

美百合
♂ ９ 28.2 286.2

15 29.6 286.1
♀ ６ 31.7 285.8

令鵬
♂ ３ 31.7 287.0

５ 29.0 285.6
♀ ２ 25.0 283.5

※子牛の生時体重が報告されているものを集計したためデータ数が少ないですが

種付けする母牛の体格・増し飼い・分娩予定日超過時の注射タイミング等の

参考にご活用ください！

県有種雄牛子だし情報
種雄牛名 性別 頭数 生時体重 産次 全体 生時体重 産次

照百合守
♂ １３ 33.9 5.5

28 32.5 5.7
♀ 15 31.2 5.9

百合安清
♂ ２ 32.0 5.5

４ 33.5 4.5
♀ ２ 35.0 3.5

美百合
♂ 85 34.4 6.2

164 32.5 5.8
♀ ７９ 30.6 5.5

令鵬
♂ ４ 30.8 14.0

１０ 32.7 9.5
♀ ６ 34.0 6.5

福福波
♂ 102 33.5 5.6

２１１ 32.8 5.4
♀ 109 32.1 5.3

美津忠平
♂ 79 36.7 4.4

161 34.6 4.7
♀ 82 32.6 5.0

北百合平
♂ 14 33.9 5.6

３１ 32.6 6.4
♀ 17 31.5 6.9

R4.4～R5.9県内子牛登記データ（生時体重報告あるもの） より抜粋



令和5年度 第12号 （7）

沖縄県有種雄牛 推定育種価R6.1月解析
（沖縄県家畜改良協会）

母牛の推定育種価は“その母牛の所有者にのみ”配布可能です。ご希望の方は

宮古家畜保健衛生所（０９８０－７２－３３２１）までご連絡ください。

（～３月担当：普天間）



令和5年度 第12号 （8）

家畜人工授精所の開設者の皆様へ
家畜改良増殖法第34条第３項に基づく

家畜人工授精所の

運営状況の報告の提出
家畜改良増殖法 ＊一部抜粋

（報告の徴収等）

第三十四条 農林水産大臣は、第三章第四節の規定の施行に必要な限度において、

種畜の飼養者、家畜人工授精所の開設者、獣医師、家畜人工授精師、家畜の生産者

その他の関係者から必要な事項の報告を求めることができる。

～ 略 ～

３ 家畜人工授精所の開設者は、毎年、農林水産省令で定めるところにより、当該家

畜人工授精所の運営の状況を都道府県知事に報告しなければならない。

提出期限：

提出書類：

提出方法：

提 出 先 ：

令和6年4月30日(火) ※期限厳守

＊報告様式：家畜人工授精所における特定家畜人工授精用精液等の

業務に関する報告書（様式第28号）

＊対象期間：令和５年１月１日～12月31日

※精液と受精卵の両方を扱っている場合は、それぞれ報告書を作成・提出

持参、FAX、電子メール又は郵送

宮古家畜保健衛生所 ～３月担当：普天間（４月以降はお問いあわせください）

〒９０６－００１２ 宮古島市平良西里１９５１

TEL:０９８０－７２－３３２１ FAX：０９８０－７２－６６７３

E-mail:aa017293@pref.oknawa.lg.jp（代表）

報告をしなかった又は虚偽の報告をした場合は、

立入検査の実施 及び 五十万円以下の罰金

（家畜改良増殖法第三十九条第九項）に

処する可能性があります。

和牛の
精液・受精卵は

様式第28号

※期限厳守で
お願いします


